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第1章 ワイヤレスLAN用モデムICのシステム設計
―― 直交変調器の不完全さをベースバンド回路で補正する�

第2章 ワイヤレスLAN用モデムICのディジタル設計
―― 「実行可能な仕様書」を作成して再設計をなくす�
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システムの記事デバイスの記事


